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　令和２年６月　教育委員会補正予算（案）総括表

【一般会計】

16,124,279 144,279 16,268,558

16,124,279 144,279 16,268,558

(項１)教育総務費 1,797,616 9,542 1,807,158 1 学校保健運営事業費 3,453

2 通学区域審議会事務費 6,089

(項２)小学校費 7,220,992 78,986 7,299,978
1 教育機器特別整備充実
　事業費

78,986

(項３)中学校費 3,809,137 52,010 3,861,147 1 学校運営充実事業費 5,000

2 統合校の新設事業費 546

3 教育機器特別整備充実
　事業費

46,464

(項４)幼稚園費 509,442 948 510,390 1 教材園具整備事業費 948

(項５)社会教育費 2,787,092 2,793 2,789,885 1 文化財保護事業費 2,577

2 郷土博物館管理運営事
　務費

216

教 育 委 員 会 合 計

(款１０)教育費

(単位：千円)

区分 

補正前の額 今回補正額 補正後の額 備考

予算科目(款・項）

1

議案第３０号



【通学区域審議会事務費】 

 小・中学校の将来のあり方検討事業費について 

［教育総務課］ 

（１）補正額     ６，０８９千円 

財源内訳 一般財源 ６，０８９千円 

（２）事業目的 

少子化に伴い児童生徒数が減少する中、将来にわたって子どもたちの教

育環境を維持するためには、小・中学校の再編は避けて通れない課題であ

り、このことについて市民へ周知を図るとともに、本市の小・中学校の将

来のあり方について、検討を進めるもの。 

（３）事業内容 

ア．市全体の児童生徒が減少している現状と課題について、「広報とやま」

に特集記事を掲載し、周知を図る。

イ．小・中学校の適正規模・適正配置を検討する上での参考とするため、

無作為抽出による市民意識調査を実施する。 

  ウ．上記の調査結果等も踏まえながら、本市の小・中学校の適正規模・適

正配置に関する基本方針の策定に向け検討を進める。 
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【教育機器特別整備充実事業費（小・中学校）】 

 学校教育情報化推進事業費について 

［教育総務課］ 

（１）補正額   小学校費  ７８，９８６千円 

財源内訳 国庫支出金  ６２，７９１千円 

諸収入            ７千円 

一般財源     １６，１８８千円 

中学校費   ４６，４６４千円 

財源内訳 国庫支出金  ３８，０５０千円 

一般財源      ８，４１４千円 

（２）事業目的 

「１人１台端末」の早期実現や、家庭でも繋がる通信環境の整備等「Ｇ

ＩＧＡスクール構想」におけるハード・ソフト・人材を一体とした整備を

加速することで、緊急時においてもＩＣＴの活用により、すべての子ども

たちの学びを保障できる環境の早急な実現を目指すもの。 

（３）事業内容 

ア．令和２年度当初予算において予算化した学年（小学校５・６年生及

び中学校１年生）以外の小学校１～４年生及び中学校２・３年生に対

して学習用コンピュータを配備する。 

（ア）導入台数  ２１，１２４台（児童生徒数により増減あり） 

（イ）端末の単価 端末購入費用は１台当たり４万５千円程度を想定 

（ウ）調達方法  補助金は国から直接リース会社へ入るため、補助金

分を除いた金額で５年リースにより調達する。 

イ．小・中学校におけるＩＣＴ化(ＧＩＧＡスクール構想の加速)を円滑

に進めるため、学校におけるＩＣＴ環境整備の設計や使用マニュアル

の作成等を行うＩＣＴ技術者(ＧＩＧＡスクールサポーター)を配置する。 

ウ．臨時休業等の緊急時における家庭でのオンライン学習環境を保障す

るため、Ｗｉ－Ｆｉ環境を整えられない一部の家庭（就学援助費受給

家庭等）に貸与するモバイルルータを配備する。 
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【教材園具整備事業費】 

 幼稚園及び認定こども園の空気清浄機設置について 

［教育総務課］ 

（１）補正額     ９４８千円 

財源内訳 県支出金 ９４５千円 

一般財源      ３千円 

（２）事業目的 

新型コロナウイルス感染症対策として、幼稚園及び認定こども園に空気

清浄機を設置するもの。 

（３）事業内容 

ア．導入台数  ２１台 

イ．導入内訳 

園 クラス数 導入台数

月岡幼稚園 ３クラス ３台

新保なかよし認定こども園 ８クラス ４台

呉羽幼稚園 １クラス １台

水橋幼稚園 ３クラス ３台

愛宕幼稚園 １クラス １台

大沢野幼稚園 ２クラス ２台

大久保幼稚園 ３クラス ３台

大庄幼稚園 １クラス １台

速星幼稚園 ３クラス ３台

合計 ２１台
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【統合校の新設事業費】 

八尾地域統合中学校整備事業費について 

［統合校整備等推進室］ 

（１）補正額         ５４６千円 

財源内訳 一般財源 ５４６千円 

（２）事業目的 

ＰＦＩ手法により設計・建設等を行う八尾地域統合中学校の校歌につい

て、地元から推薦のあった制作者とともに準備を進めるもの。

（３）事業内容 

令和３年度での校歌制作に向けて、制作者による事前取材を八尾地域に

おいて実施する。 

ア．制作者   南 こうせつ 氏（シンガーソングライター） 

本市の特別副市長であり、八尾出身の女優・タレント 

柴田理恵氏からの紹介を受けて、地元から要望があり、 

制作を依頼する。 

イ．内 容  八尾地域の視察（特別副市長による案内）

校歌に係る生徒とのワークショップの開催

（４）今後の予定 

令和２年度 事前取材の実施

令和３年度 校歌制作

令和４年４月    開校
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【学校保健運営事業費】 

 学校保健感染症対策事業について 

［学校保健課］ 

（１）補正額     ３，４５３千円 

財源内訳 国庫支出金 ３，４５３千円 

（２）事業目的 

学校において、新型コロナウイルス感染症の集団感染のリスクを減らす

ため、衛生管理の徹底を図るもの。 

（３）事業内容 

学校において基本的な感染症対策の徹底を図る上で必要となる衛生用消

耗品を購入する。 

購入品目：手指用消毒液、清拭用消毒液、非接触型体温計
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【文化財保護事業費】 

北代縄文館展示室エアコン更新業務委託について 

［埋蔵文化財センター］ 

（１）補正額     ２，５７７千円 

財源内訳 国庫支出金 １，２８８千円 

一般財源   １，２８９千円 

（２）事業目的 

窓が開閉できず換気が困難な北代縄文館展示室のエアコンを更新するこ

とにより、新型コロナウイルスの感染症拡大防止を図るもの。

（３）事業内容 

エアコン１台の更新
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【郷土博物館管理運営事務費】 

 佐藤記念美術館の空気清浄機設置について 

［郷土博物館］ 

（１）補正額     ２１６千円 

財源内訳 国庫支出金  ２１６千円 

（２）事業目的 

開閉窓や換気扇がない佐藤記念美術館の第１展示室に空気清浄機を設置

することにより、新型コロナウイルスの感染症拡大防止を図るもの。

（３）事業内容 

空気清浄機１台の設置
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議案第１１２号 

  工事請負契約締結の件 

 奥田小学校校舎解体工事について、次のとおり請負契約を締結する 

ため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第５号 

の規定により、市議会の議決を求める。 

令和２年６月１１日提出 

              富山市長  森   雅  志     

記 

１ 契 約 の 目 的 奥田小学校校舎解体工事 

２ 契 約 の 方 法 一般競争入札 

３ 契 約 の 金 額 ２５３，０００，０００円 

４ 契約の相手方 古志建設運輸・谷作運輸建設工機奥田小学校校舎 

解体工事共同企業体 

代表者 

          富山市浜黒崎３１９５番地７ 

          有限会社古志建設運輸 

          代表取締役 石田 浩一 
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議案第３１号



【工事請負契約締結の件】 

 奥田小学校校舎解体工事 

［学校施設課］ 

構 造 ：鉄筋コンクリート造３階建て

延 床 面 積 ：約２，８００㎡

契 約 の 金 額 ：２５３，０００，０００円

工 期 ：契約締結日の翌開庁日 ～ 令和３年１０月１５日 

契約の相手方 ：古志建設運輸・谷作運輸建設工機

奥田小学校校舎解体工事共同企業体
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議案第１１３号 

  工事請負契約締結の件 

 大久保小学校耐震補強工事について、次のとおり請負契約を締結す 

るため、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第５ 

号の規定により、市議会の議決を求める。 

令和２年６月１１日提出 

              富山市長  森   雅  志     

記 

１ 契 約 の 目 的 大久保小学校耐震補強工事 

２ 契 約 の 方 法 一般競争入札 

３ 契 約 の 金 額 ６８７，５００，０００円 

４ 契約の相手方 前田建設・スター総合建設・牧野工業大久保小学 

校耐震補強工事共同企業体 

代表者 

          富山市安住町７番１４号 

          前田建設株式会社 

          代表取締役 前田 康夫 
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議案第３２号



【工事請負契約締結の件】 

 大久保小学校耐震補強工事 

［学校施設課］ 

駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場駐車場

特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟

管理・特別教室棟管理・特別教室棟管理・特別教室棟管理・特別教室棟管理・特別教室棟管理・特別教室棟管理・特別教室棟

屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場屋内運動場

柵柵柵柵柵柵柵

柵柵柵柵柵柵柵
柵柵柵柵柵柵柵

室室室室室室室
特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟特別教室棟

普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟

柵柵柵柵柵柵柵

仮設校舎仮設校舎仮設校舎仮設校舎仮設校舎仮設校舎仮設校舎

工事範囲工事範囲工事範囲工事範囲工事範囲工事範囲工事範囲

普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟普通教室棟

管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟管理棟

（北に矢印を付す）（北に矢印を付す）（北に矢印を付す）（北に矢印を付す）（北に矢印を付す）（北に矢印を付す）（北に矢印を付す）

方位方位方位方位方位方位方位

運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地運動場用地

建物敷地建物敷地建物敷地建物敷地建物敷地建物敷地建物敷地

構 造 ：鉄筋コンクリート造３階建て及び２階建て

延 床 面 積 ：約４，６００㎡

契 約 の 金 額 ：６８７，５００，０００円

工 期 ：契約締結日の翌開庁日 ～ 令和４年３月１１日 

契約の相手方 ：前田建設・スター総合建設・牧野工業

大久保小学校耐震補強工事共同企業体
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報告第 ７ 号

国 ( 県 )
支 出 金

地 方 債 そ の 他

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

1,320, 396, 396, 129, 266, 266, 74, 191,
400,000 120,000 120,000 885,000 235,000 235,000 735,000 500,000

155, 60, 60, 60, 60, 15, 8, 36,
860,000 040,000 040,000 040,000 040,000 215,000 125,000 700,000

140, 56, 56, 17, 38, 38, 18, 5, 15,
774,000 309,000 309,000 449,749 859,251 859,251 343,251 016,000 500,000

127, 51, 51, 16, 34, 34, 14, 4, 14,
772,000 109,000 109,000 530,000 579,000 579,000 823,000 856,000 900,000

702, 210, 210, 73, 136, 136, 47, 22, 67,
427,000 680,000 680,000 765,208 914,792 914,792 295,792 119,000 500,000

975, 115, 115, 115, 115, 22, 14, 78,
994,000 374,000 374,000 374,000 374,000 748,000 626,000 000,000

1,065, 261, 261, 261, 261, 34, 34, 192,
605,000 527,000 527,000 527,000 527,000 555,000 872,000 100,000

1,714, 169, 169, 169, 169, 27, 41, 99,
413,000 617,000 617,000 617,000 617,000 930,000 787,000 900,000

394, 157, 157, 43, 114, 114, 17, 97,
950,000 980,000 980,000 200,000 780,000 780,000 580,000 200,000

     富山市長     森       雅     志

令和２年６月１１日提出

令 和 元 年 度 富 山 市 継 続 費 繰 越 計 算 書

款 項 事  業  名
継続費
の総額

令和元年度継続費予算現額
支出済
額及び
支出見
込  額

残額
翌年度
逓  次
繰越額

左   の   財   源   内   訳

予  算
計上額

前年度
逓  次
繰越額

計 繰越金

特  定  財  源

学 校 プ ール
建 設 事 業費
音 川 小 学校

校 舎 増 築
事 業 費
堀川南小学校

2 小学校
　費

10教育費

大 規 模 改造
事 業 費
奥田北小学校
（ そ の２）

学校 プール
建設 事業費
新保 小学校

学校 プール
建設 事業費
朝日 小学校

公民 館建設
事 業 費
奥田北公民館

10教育費

3 中学校
　費

屋 内 運 動場
建 設 事 業費
速 星 中学校

校 舎 改 築
事 業 費
和合 中学校

校 舎 改 築
事 業 費
上滝 中学校

5 社会教
  育費
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報告事項２０



報告第 １１ 号

国 ( 県 )
支 出 金

地 方 債 そ の 他

円 円 円 円 円 円 円

70,483,000 70,483,000 50,465,000 20,018,000

1, 1, 1,
384,000,000 384,000,000 292,500,000 022,300,000 69,200,000

28,549,000 17,838,300 90,000 16,400,000 1,348,300

653,850,000 653,454,571 325,725,000 322,500,000 5,229,571

862,948,000 862,948,000 99,264,000 622,000,000 141,684,000

616,000,000 616,000,000 117,000,000 468,200,000 30,800,000

158,788,000 146,097,400 10,000 20,200,000 94,600,000 31,287,400

235,150,000 234,975,994 116,150,000 115,000,000 3,825,994

409,956,000 409,956,000 44,387,000 296,200,000 69,369,000

174,380,000 169,510,000 63,750 36,534,000 122,400,000 10,512,250

令和２年６月１１日提出

富山市長     森       雅     志

令和元年度富山市繰越明許費繰越計算書

未  収  入  特  定  財  源金        額 既 収 入
特 定 財 源

左      の      財      源      内      訳

翌   年   度
繰   越   額 一 般 財 源

款 項 事   業   名

トイレ環境改善
事 業 費

学校保健事務費

2 小学校費

トイレ環境改善
事 業 費

学校施設整備
事 業 費

校舎改築事業費

3 中学校費

1 教　  育
　総 務 費

10 教育費

教育機器特別
整備充実事業費

文 化 財 保 護
事 業 費

教育機器特別
整備充実事業費

校舎改築事業費

学校施設整備
事 業 費

5 社　  会
　教 育 費
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報告事項２１



報告第 ２ ３ 号 

経営状況報告の件 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規 

定により、公益財団法人富山市学校給食会に関する経営状況を別紙の 

とおり報告する。 

令和２年６月１１日提出 

              富山市長  森   雅  志    
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報告事項２２



１ 令和２年度事業計画 

 (1) 給食予定数 

    学校給食実施のため、給食用物資の調達及び配送を行う。 

     幼稚園     ７園       ３６，８２８食 

認定こども園  １園       ４５，５４４食 

     小学校    ６５校    ４，０５６，２９７食 

     中学校    ２６校    ２，０７０，３５８食 

       計     ９９校（園） ６，２０９，０２７食 
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２ 令和２年度予算                 （単位 円） 

科   目 当年度 前年度 増減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 経常増減の部 

  (1)経常収益 

①基本財産運用益 2,506 2,499  7

②特定資産運用益 1,715 2,921  △ 1,206

③事業収益 1,800,796,000 1,791,951,000 8,845,000

④受取補助金 33,541,000 41,713,000 △ 8,172,000

   ⑤雑収益 321,000 241,000 80,000

経常収益計 1,834,662,221 1,833,910,420 751,801

  (2)経常費用 

   ①事業費 1,821,725,049 1,820,544,406 1,180,643

   ②管理費 12,937,172 13,366,014 △ 428,842

経常費用計 1,834,662,221 1,833,910,420 751,801

 当期経常増減額 0 0 0

 経常外増減の部 

  (1)経常外収益 

①受取補助金 70,483,000 0 70,483,000

  (2)経常外費用 
①支払負担金及び交付金 70,483,000 0 70,483,000

   当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0

一般正味財産期首残高 3,820,715 3,820,715 0

一般正味財産期末残高 3,820,715 3,820,715 0

Ⅱ 指定正味財産増減の部 

   ①基本財産運用益 2,506 2,499 7

②特定資産運用益 1,607 1,594 13

③一般正味財産への振替額 △2,506 △ 2,499 △ 7

当期指定正味財産増減額 1,607 1,594 13

指定正味財産期首残高 25,948,349 25,946,755 1,594

指定正味財産期末残高 25,949,956 25,948,349 1,607

Ⅲ 正味財産期末残高 29,770,671 29,769,064 1,607
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３ 令和元年度決算（自 平成３１年４月１日 至 令和２年３月３１日） 

 (1) 財産目録（令和２年３月３１日現在）    （単位 円） 

区分 科    目  金 額 摘     要  

資
産
の
部

1 流 動 資 産 91,878,093 現 金 ・ 預 金 81,589,720

商 品

未収消費税等 

9,357,968

930,405

2 固 定 資 産 44,501,575 基 本 財 産 10,000,000

  特 定 資 産 33,765,517

その他固定資産 736,058

計 136,379,668

負
債
の
部

1 流 動 負 債 89,700,733 未 払 金 27,708,137

預 り 金 60,589,864

賞 与 引 当 金 1,402,732

2 固 定 負 債 16,109,320 退職給付引当金 

計 105,810,053

正味財産 30,569,615
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 (2) 貸借対照表（令和２年３月３１日現在）   （単位 円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

区分 科  目 金  額 区分 科  目 金  額 

流
動
資
産

1 現金・預金 81,589,720 流
動
負
債

1 未 払 金 27,708,137

2 商 品 9,357,968 2 預 り 金 60,589,864

3 未収消費税等 930,405 3 賞与引当金 1,402,732

計 89,700,733

固
定

負
債

退職給付引当金 16,109,320

計 91,878,093 計 16,109,320

固
定
資
産

1 基 本 財 産 10,000,000 負債合計 105,810,053

2 特 定 資 産 33,765,517 正 味 財 産 の 部 

3 その他固定資産 736,058 区分 科  目 金  額 

正
味
財
産

1 指定正味財産 25,948,924

(うち基本財産への充当額) (10,000,000)

(うち特定資産への充当額) (15,948,924)

2 一般正味財産 

(うち特定資産への充当額)

4,620,691

（1,707,273)

  計 30,569,615

計 44,501,575 正味財産合計 30,569,615

資産合計 136,379,668 負債・正味財産合計 136,379,668
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(3) 正味財産増減計算書（自 平成３１年４月１日 至 令和２年３月３１日） 

                          （単位 円） 

科   目 当年度 前年度 増減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 １．経常増減の部 

  (1)経常収益 

①基本財産運用益 2,499 2,499 0

   ②特定資産運用益 2,921 3,669 △ 748

③事業収益 1,619,103,314 1,750,500,431 △ 131,397,117

   ④受取補助金 41,066,974 38,308,833 2,758,141

   ⑤雑収益 1,190,034 239,373 950,661

経常収益計 1,661,365,742 1,789,054,805 △ 127,689,063

  (2)経常費用 

①事業費 1,647,034,384 1,776,091,100 △ 129,056,716

   ②管理費 13,174,943 12,537,982 636,961

経常費用計 1,660,209,327 1,788,629,082 △ 128,419,755

 当期経常増減額 1,156,415 425,723 730,692

２．経常外増減の部 

  (1)経常外費用 

①固定資産除却損 88,157 2 88,155

経常外費用計 88,157 2 88,155

当期経常外増減額 △88,157 △ 2 △ 88,155

当期一般正味財産増減額 1,068,258 425,721 642,537

一般正味財産期首残高 3,552,433 3,126,712 425,721

一般正味財産期末残高 4,620,691 3,552,433 1,068,258

Ⅱ 指定正味財産増減の部 

   ①基本財産運用益 2,499 2,499 0

②特定資産運用益 1,594 3,688 △ 2,094

③一般正味財産への振替額 △2,499 △ 2,499 0

当期指定正味財産増減額 1,594 3,688 △ 2,094

指定正味財産期首残高 25,947,330 25,943,642 3,688

指定正味財産期末残高 25,948,924 25,947,330 1,594

Ⅲ 正味財産期末残高 30,569,615 29,499,763 1,069,852
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４ 令和元年度事業報告 

 (1) 給食実施校（園） 

    幼稚園     ７園 

    認定こども園  １園 

    小学校    ６５校 

    中学校    ２６校 

     計     ９９校（園） 

 (2) 事業実績 

              食  数     対前年度比 

    幼稚園       ４１，８７１食  ８９. ３％ 

    認定こども園    ４６，２２３食  ９５．７％ 

    小学校    ３，６８４，８０７食  ８９．８％ 

    中学校    １，８９８，９５１食  ９０．０％ 

     計     ５，６７１，８５２食  ８９．９％ 
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 新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る対応について 

［教育総務課］ 

（１）趣旨 

  新型コロナウイルス感染症対策に係る、富山市教育委員会の対応について報告するもの。 

（２）対応 

ア．市立小・中学校、幼稚園等について 

 ５月２５日（月）～２９日（金）まで分散登校（園）を実施し、６月１日（月）から再開 

 ※新保なかよし認定こども園の２・３号認定の子どもは、登園日以外は登園自粛を依頼。 

※給食については、６月１０日（水）から個包装での給食を開始し、段階的に通常給食へ移行する。

※今後、感染状況が変化した場合には、再び臨時休業等の措置を取る場合がある。 

イ． 社会教育施設等について 

利用再開日 施設 再開時の利用制限内容等

５月１８日（月）図書館本館、こども図書館以外の

分館・地域館

図書の貸出・返却のみ利用可（17 時までの開館）

→５月２５日（月）から閲覧も利用可（閲覧席を

一部削減）

５月２０日（水）公民館 身体の接触を伴う等の一部活動などの制限

（17時までの開館） 

大沢野生涯学習センター 17 時までの開館

５月２１日（木）ガラス美術館 
・カフェ・ミュージアムショップは当面の間休業

・開館時間 9時 30分～17 時（金・土含む）

５月２５日（月）民俗民芸村、大山竪穴住居跡展示

館、大山歴史民俗資料館、婦中安

田城跡歴史の広場、猪谷関所館、

森家、浮田家、北代縄文広場 

入館者数制限あり

市民学習センター、野外教育活動

センター 

６月１日（月） 科学博物館、郷土博物館・佐藤記

念美術館、本丸亭 

入館者数制限あり 

こども図書館 閲覧席を一部削減（17 時までの開館） 

  ウ．その他の教育機関について 

   ①富山ガラス造形研究所 

４月２０日から遠隔授業を開始し、５月２５日から遠隔授業と併用し分散登校を開始 

６月１５日から通常授業を再開 

②富山外国語専門学校 ５月１１日から６月５日まで臨時休業 
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 小・中学校普通教室等への空調整備の進捗状況について 

［学校施設課］ 

（１）趣旨 

  小・中学校普通教室等への空調整備の進捗状況について報告するもの。 

（２）設置工事の進捗状況 

ア．中学校（全２６校） 

   令和元年８月末までに全ての学校で設置完了 

イ． 小学校（全６５校） 

   令和２年５月末までに全ての学校で設置完了 

（３）参考 

  小学校全６５校への設置が完了することから、小学校の空調設備機器にかかる 

リース契約を締結した。なお、中学校分は令和元年８月にリース契約締結済み。 

ア．契約締結日 

令和２年５月２０日 

イ．契約の相手方 

北陸電力ビズ・エナジーソリューション株式会社 

代表取締役社長 尾島 志朗 

ウ．契約額 

１，５６８，７７６，０００円 

エ．リース期間 

令和２年６月１日から令和１５年５月３１日まで 
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[ここに入力] 

「富山市立幼稚園適正規模・適正配置推進計画」に基づく 

「今後の推進計画」の見直しについて
［学校教育課］ 

１ 経過と「今後の推進計画」達成状況

市教育委員会では、平成２１年５月に策定した「富山市立幼稚園適正規

模・適正配置推進計画」において「適正規模・適正配置の基本的な考え方」

を定め、その考え方を踏まえた「今後の推進計画」に沿って、市立幼稚園

の学級編制、統廃合及び３歳児保育の導入を進めている。

平成２１年５月に定めた「今後の推進計画」では、１５幼稚園のうち２

園を『閉園』、１園を『統合』、１園を『認定こども園導入』、２園を『３歳

児保育を実施』とし、この計画については、平成２４年４月までにすべて

達成した。

平成２５年５月に「今後の推進計画」の見直しを行い、１１幼稚園・１

認定こども園のうち２園を『閉園』とし、この計画については、平成２８

年４月までに達成した。

また、『今後の動向を見る』としていた幼稚園２園のうち１園を平成  

３１年３月末で閉園とした。

２ 「今後の推進計画」見直し方針

近年、園児数や周辺の施設の動向に変化が見られることから、「富山市立

幼稚園適正規模・適正配置推進計画」で定めた適正規模・適正配置の基本

的な考え方に基づき、「今後の推進計画」を見直すこととした。

（１）適正規模・適正配置の基本的な考え方 

項  目 内     容 

①適正規模及び

学級編制 

・集団としての教育効果の面から、１学級おおむね１５人以

上とする。 

・３歳児１学級２５人以下、４・５歳児１学級３５人以下で

学級を編制する。ただし、２学級で１５人以下の場合は、

複式学級で編制する。 

② 私 立 幼 稚 園 

及び保育所と

の役割分担 

・平成２２年度以降も、適正規模を大幅に下回ることが予想

され、周辺に私立幼稚園や保育所がある場合は、統廃合の

対象とする。 

③３歳児保育の

導入 

・３歳児保育未実施の幼稚園のうち、周辺に３歳児を受け入

れる私立幼稚園がないなど、考慮すべき地域において３歳

児 保育を導入する。 
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[ここに入力] 

（２）「今後の推進計画」（平成２５年５月策定）

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

月
岡

16 12 18 46  現状維持

- - 50 36 35 121

15 20 15 18 13 81

呉
羽

15 10 25  今後の動向を見る。

水
橋

12 19 20 51  現状維持

愛
宕

18 28 46  現状維持

大
沢
野

19 19 17 55  現状維持

大
久
保

25 31 29 85  現状維持

上
滝

4 2 4 10  今後３年程度の期間内に閉園する。

大
庄

12 18 14 44  現状維持

小
見

2 1 0 3  今後の動向を見る。

杉
原

1 6 7  今後２年程度の期間内に閉園する。

速
星

25 34 31 90  現状維持

新
保

な
か
よ
し

　＊「新保なかよし認定こども園」の下段は、「保育に欠ける子」の園児数で、
　　外数としている。

平成２５年度園児数（人）

【H25.5.1現在】
今 後 の 推 進 計 画

 現状維持

○ 各幼稚園・認定こども園の今後の推進計画（平成25年5月）
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[ここに入力] 

３ 就学前児童数、保育所等及び幼稚園等利用児童数の推移

  本市の就学前児童数が減少傾向にある中、保育所等利用児童数は増加し

ているが、幼稚園等利用児童数は減少している。
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[ここに入力] 

４ 市立幼稚園の園児数の推移

市立幼稚園の令和２年度の園児数は、令和２年５月１日現在２６９人で

あり（新保なかよし認定こども園の「保育に欠ける子」を除く。）、前回

推進計画を見直した平成２５年度の５８３人と比較すると３１４人の減少

（５３．８％減）となっており、近年、数十人単位で減少している。

園児数が概ね横ばいで推移している園がある一方、園児数が大きく減少

し、複式学級を持つ園も半数程度となっている。

■　富山市立幼稚園・認定こども園の園児数の推移 （各年５月１日現在、単位：人）

園      名 定員

３歳児 ４歳児 ５歳児 計 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

月　  　岡 105 6 12 18 16 12 18 46 9 14 15 38 5 10 15 30 10 10 10 30

新保なかよし 150 31 42 40 113 - - 50 36 35 121 - - 26 26 31 83 - - 27 23 22 72 - - 20 25 20 65

(100) (15) (20) (15) (18) (13) (81) (20) (20) (20) (19) (24) (103) (20) (19) (20) (22) (20) (101) (20) (20) (18) (20) (25) (103)

呉      羽 70 7 29 36 15 10 25 5 5 10 4 5 9 1 6 7

水    　橋 105 10 12 22 12 19 20 51 6 8 15 29 8 7 8 23 9 9 8 26

愛    　宕 70 27 20 47 18 28 46 9 11 20 11 12 23 3 7 10

大  沢  野 105 27 24 30 81 19 19 17 55 5 6 9 20 7 5 7 19 6 5 5 16

大  久  保 105 32 36 28 96 25 31 29 85 13 16 10 39 16 15 17 48 10 18 15 43

大    　庄 95 15 20 29 64 12 18 14 44 8 8 12 28 6 7 8 21 0 6 6 12

速　    星 95 22 24 35 81 25 34 31 90 18 25 26 69 19 20 25 64 21 20 19 60

計 900 127 196 235 558 - - 159 202 202 563 - - 85 117 134 336 - - 88 102 119 309 - - 76 97 96 269

　＊「新保なかよし認定こども園」のカッコ内は、「保育に欠ける子」の人数を外数で表し、比較のため、「計」には含めていない。

平成21年度 令和元年度 令和２年度平成30年度平成25年度

５ 将来見通しについて

  富山市将来人口推計報告書（令和２年１月）では、本市の総人口は、今

後も減少傾向が続き、令和１２年には４０万人を割り込むと見込んでいる。

  ０～４歳、５～９歳の人口も減少傾向が続くと見込んでいる。

年齢５歳階級別の人口推計結果（抜粋）                

令和２年 令和７年 令和１２年 令和１７年 令和２２年

総数  415,536 人  406,787 人  397,992 人  387,201 人  374,306 人

０～４歳  15,755 人  15,174 人  14,141 人  13,663 人  13,223 人

５～９歳  16,976 人  16,966 人  15,159 人  14,126 人  13,649 人

（資料：「富山市将来推計人口推計報告書」令和２年１月）
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[ここに入力] 

６ 「今後の推進計画」

こうした状況を踏まえるとともに、私立保育所の認定こども園への移行

や公立幼稚園の耐震化の状況なども考慮し、次のとおり「今後の推進計画」

を定め、保護者及び地域の理解を得ながら取り組むこととする。

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

月
岡

10 10 10 30  現状維持

20 25 20 65

20 20 18 20 25 103

呉
羽

1 6 7  今後２年程度の期間内に閉園する。

水
橋

9 9 8 26  現状維持

愛
宕

3 7 10  今後２年程度の期間内に閉園する。

大
沢
野

6 5 5 16
　遊戯室を使用せずに今後３年程度の
期間内に閉園する。

大
久
保

10 18 15 43  現状維持

大
庄

0 6 6 12  今後２年程度の期間内に閉園する。

速
星

21 20 19 60  現状維持

○ 各幼稚園・認定こども園の今後の推進計画（案）

令和２年度園児数（人）

【R2.5.1現在】
今 後 の 推 進 計 画（案）

新
保

な
か
よ
し

 現状維持（０歳児の受入れ又は民営
化の可能性について調査・研究）

　＊「新保なかよし認定こども園」の下段は、「保育に欠ける子」の園児数で、外
数としている。
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その他９


